
松江圏都市計画地区計画の決定（東出雲町決定） 

都市計画地区計画を次のように決定する。 

１．地区計画の方針 

 名 称 出雲郷西地区計画 

 位 置 東出雲町大字出雲郷の一部 

 面 積 約１１．０ｈａ 

区
域
の
整
備
・
開
発
・
保
全
の
方
針 

地区計画の目標 本地区は、山陰道東出雲ＩＣから１Ｋｍの区域にあり、出雲郷東灘土地区

画整理事業施行地（現、錦新町）の西側に隣接する地区である。 

錦新町においては、本町の商業の核となるセンター地区、幹線道路沿線に

商業業務施設を配置する沿道サービス地区、質の高い良好な住環境の形成を

めざす住宅地区を配置する地区計画を平成９年に決定し、この地区計画に基

づいて調和のとれた良好な市街地が形成されている。 

出雲郷西地区においては、隣接する錦新町の地区計画を基本として、沿道

サービス地区、住宅地区を配置し、魅力的なまちづくりが期待される新市街

地として位置づける。 

この地区計画は、建物などの立地を適切に規制誘導することにより、周辺

地域にも十分に配慮し、計画的な市街地形成を図ることを目標とする。 

土地利用の方針 調和のとれた良好な市街地形成をめざし、県道東出雲馬潟港線を基軸に住

居系地区と商業・業務系地区の整合を図り、良好な生活空間の創出と住環境

の保全に努め合理的かつ健全な土地利用を図る。 

地区施設の整備方針 県道東出雲馬潟港線を基軸に区画道路を一体的に整備する。県道から２号

公園につながる中央の南北方向の区画道路には、歩行者にも配慮した安全か

つ快適生のある緑地を配置する。 

ＪＲ山陰線沿いに緩衝緑地を兼ねた街区公園を１カ所設ける。また、高圧線

下地に街区公園と併せて区画道路を配置し、送電線による宅地への制限が少

なくなるようにする。 

建築物等の整備方針 地区計画の目標及び土地利用の方針に基づき、それぞれの地区にふさわし

い街区の形成が図られるよう、建築物等に関する制限などを定め規制誘導を

行なう。 

１ 沿道サービス地区は、幹線道路沿線の特性を活かし、周辺環境を考慮し

た健全な商業・業務施設の誘導と良好な住環境を確保する。 

２ 住宅地区は、質の高い良好な住環境の形成を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．地区整備計画 

建

築

物

等

制

限

に

関

す

る

事

項 

地区施設の配

置・規模 
道
路 

 名 称 幅 員  延 長  

出雲郷西１号線 ６．０ｍ 約 ５２０ｍ 

出雲郷西２号線 ６．０ｍ 約 ２８５ｍ 

出雲郷西３号線 ６．０ｍ 約 ３０３ｍ 

出雲郷西４号線 ６．０ｍ 約 ２３０ｍ 

出雲郷西５号線 ６．０ｍ  約 ５６ｍ 

出雲郷西６号線 ６．０ｍ  約 ３６ｍ 

出雲郷西７号線 ６．０ｍ 約 １３１ｍ 

出雲郷西８号線 ６．０ｍ 約 １３６ｍ 

出雲郷西９号線 ６．０ｍ 約 １３３ｍ 

出雲郷西１０号線 ６．０ｍ 約 １３８ｍ 

出雲郷西１１号線 ６．０ｍ 約 １４１ｍ 

出雲郷西１２号線 ６．０ｍ 約 １２４ｍ 

出雲郷西１３号線 ６．０ｍ 約 １２３ｍ 

出雲郷西１４号線 ６．０ｍ 約 １２３ｍ 

出雲郷西１５号線 ６．０ｍ 約 １４４ｍ 

出雲郷西１６号線 ６．０ｍ 約 １４８ｍ 

公

園 

 名 称 面 積  

１号公園 １５２６㎡  

２号公園 ４７８㎡  

３号公園 ３１５㎡  

４号公園 ３１７㎡  

５号公園 ６７２㎡  

水

路 

 名 称 幅 員  延 長 

１号水路 ３．０ｍ  約 １７ｍ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

建

築

物

等

の

制

限

に

関

す

る

事

項 

地区の細

区分 

名称 
沿道サービス地区 

（第二種住居地域） 

住宅地区 

（第一種住居地区） 

面積 約３．１ｈａ 約７．９ｈａ 

建築物の用途の

制限 

次に掲げるものは建築してはならない 

① 建築基準法別表第二（に）項第５号及

び第６号に掲げるもの（自動車教習所

畜舎） 

② 建築基準法別表第二（ほ）項第２号に

掲げるもの（マージャン屋、ぱちんこ

屋、射的場、勝馬投票券発売所、場外

車券売場その他これに類するもの） 

次に掲げるものは建築してはならない 

① 建築基準法別表第二（に）項第２号、 

、 第３号、第５号、第６号及び第８号に掲

げるもの（工場、ボーリング場、スケ

ート場、水泳場、自動車教習所、畜

舎） 

② 倉庫、事務所、店舗及び飲食店、その

他これらに類する建築物の用途に供す

る部分の床面積の合計が７５０㎡を超

えるもの 

容積率の最高限

度 
２００／１００ 

建ぺい率の最高

限度 
６０／１００ 

建築物の敷地面

積の最低限度 

建築物の敷地面積の最低限度は２５０㎡ 

以上とする。ただし２００㎡以上の土地で

次に掲げるものはこの限りではない 

① この地区に関する都市計画が決定され

た際同一人が使用又は収益することが

できる権利を有している連続した全て

の土地を２５０㎡以上ごとに分割して

生じた残りの土地 

② 土地区画整理事業の換地処分により生

じた一筆の土地 

③ 前項の規定にかかわらず公益上必要な

建物の敷地は除く 

建築物の敷地面積の最低限度は２００㎡ 

以上とする。ただし１５０㎡以上の土地で

次に掲げるものはこの限りではない 

① この地区に関する都市計画が決定され

た際同一人が使用又は収益することが

できる権利を有している連続した全て

の土地を２００㎡以上ごとに分割して

生じた残りの土地 

② 土地区画整理事業の換地処分により生

じた一筆の土地 

③ 前項の規定にかかわらず公益上必要な

建物の敷地は除く 

建築物等の高さ

の最高限度 

敷地の盛土高さは道路全面より３０㎝まで 

建築物の高さの最高限度は１０ｍとする 

まとする。ただし築山等はこの限りではない 

壁面の位置の制

限 

道路境界線から建築物の外壁又は、これに代わる柱の面までの距離は１．５ｍ以上

とする。ただし、床面積に算入されない出窓、又は、車庫及び物置の用途に供するも

ので高さ３．０ｍ以下で、床面積３０㎡以下のものは除く 

かき又はさくの

構造の制限 

道路に面する敷地の部分にかき又はさくを設置する場合は、次に掲げるものとする 

① 門塀・門扉を除き生け垣とする。ただし、ネットフェンス、高さ６０㎝以下の石

積及び、これに類するものの併設は妨げない。 

② 道路面から高さ１．６ｍ以下のもので、道路に沿って植樹帯を設け植栽を施した

もの。 

建築物等の形態

意匠の制限 

① 建築物の屋根及び外壁は、刺激的な色彩又は装飾を避け、良好な景観形成にふさ

わしいものとする 

② 建築設備類及び、屋外広告物の色彩、形態等の意匠は、周囲への景観的調和に配

慮したものとする 



 土地利用の制限 区画道路（幅員６．０ｍ）及び、歩行者専用道路（幅員４．０ｍ）の交通機能の保

全を図るために、下記に示すとおりとする 

 
宅↑ 

 │ 電柱 電柱 

地↓…・●・………………………・●・… 

←道路境界線（官民境界） 

 

備考 ① 現に存する建築物でこれらの制限に、告示日において適合しないものは除く。た

だし、増改築は制限を行う 

② 町長が都市計画審議会の議を経て、やむを得ないと認めたものについては、地区

整備計画の一部の適用を除外することができる 

「区域は計画図表示のとおり」 

理由：当該地区計画は、出雲郷西地区に於いて組合施行の土地区画整理事業を実施するにあたり、

事業計画を適切に反映し、健全で良好な住環境の育成向上を図るために本案を決定する。 

道 ↑ 
路 ↓ 


